
令和４年度 兵庫県水道事業広域連携等推進会議 
 

日時 ： 令和４年５月 24 日（火）11：00～ 
場所 ： 兵庫県中央労働センター 大ホール 

※オンライン配信を併用するハイブリッド会議   
 

次 第 
 
 
１ 開会 
 
 
２ あいさつ、広域化の経緯等について（兵庫県企業庁水道企画官） 
 
 
３ 議事 
(１) Ｒ４年度の水道広域化にかかる取組みについて（兵庫県企業庁水道課）  
 
 
(２) 水道広域化推進プランの改定等について（兵庫県総務部市町振興課） 
 
 
４ 質疑応答 
 
 
５ 閉会 
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令和４年度第１回兵庫県水道事業広域連携等推進会議
令和４年５月２４日
兵庫県企業庁水道課

R４年度 水道広域化に係る取組みについて

2

本日お話しする内容

① 兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書（Ｈ30.3）
・提言内容

・連携方策等

② これまでの広域連携取組み

③ 水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）

・今後実施・検討していく取組みについて

・ＤＸの活用について（情報提供）

④ Ｒ４年度の広域連携取組み

・ブロック会議の開催

・その他連絡事項
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①兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書(H30.3)
提言内容

水道事業を取り巻く課題への対応方策として３項目を提言

【提言１】

○地域特性に即した対応方策（広域連携等）の検討・実施

→地域別協議会でソフト・ハードの連携方策を検討

【提言２】

○不足する専門職員の確保・育成に向けた仕組みづくり

→まちづくり技術センターに上水道部門を設置

【提言３】

○国に対する財政措置・制度改正の要請・提案

提言１の実現にむけて平成３０年度から
地域別協議会を開催 3

①兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書(H30.3)
ハード面の連携方策

　　

但馬ブロック

（但馬上下水道協議会）

西播磨ブロック

（西播磨８企業水道協議会）

阪神北ブロック

（阪神北地域水道協議会）

神戸・阪神南ブロック

（阪神地域の水供給の最適化研究会）

丹波ブロック

淡路ブロック

（淡路広域水道企業団）

東播磨ブロック

中播磨ブロック

北播磨ブロック

（北播磨広域定住自立圏）

○市町間を越えた

・施設の統廃合

・管路の相互接続

を抽出

○施設や管路の更新時期を見据

えた検討が必要

○広域連携で達成すべき目的

・上流域から下流域への給水

による合理化

・既存水源の有効活用

・重複投資の回避

など
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○即座に取り組むべき対応方策として、
複数市町でのスケールメリット創出に繋がる取組を抽出

【検討例】
○維持管理業務の共同委託
→収納・検針業務、施設運転管理業務などの共同委託

○各種システムの共同化
→料金システム、会計システムなどの保守管理の共同化

○資材等の共同購入
→材料、薬品、緊急資材などの共同購入

○水質検査業務の合理化
→近隣市町との受託・委託、設備の共同設置

など

経営合理化は喫緊の課題

①兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書(H30.3)
ソフト面の連携方策

6

①兵庫県水道事業のあり方懇話会報告書(H30.3)
用水供給事業（県水）と市町水道との連携（垂直連携）

【検討例】

・浄水場統廃合に伴う水源転換

・配水池統廃合に併せた水源転換

・水源複数化によるリスク分散
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①新温泉町と朝来市による「水道施設台帳共同電子化」
②但馬５市町による「メーターの共同購入」

④加東市と丹波篠山市の連絡管接続

⑤関係４市町による「メーター共同購入」

②これまでの広域連携取組み
実現した取組み（H30～R３）

⑥神戸市による「経理事務担当者会議」の開催
→近隣の１０事業体が参加
⑦緊急時の水質検査に関する県企業庁と阪
水・県企業庁と神戸市の協定

7

③但馬・丹波ブロック合同での
経理事務担当者会議の開催

北播磨地域における効果額
（単位：千円）

効果額
（Ａ1－Ｂ1）

単独購入
（Ａ1）

共同購入
（Ｂ1）

効果額
（Ａ2－Ｂ2）

単独購入
（Ａ2）

共同購入
（Ｂ2）

効果額
（Ａ3－Ｂ3）

単独購入
（Ａ3）

共同購入
（Ｂ3）

西脇市 ﾊﾞｰﾀｰ 約380 3,920 3,530 約520 3,770 3,250 約900 7,690 6,780

加東市 修理 約420 3,420 3,000 約710 3,220 2,510 約1,130 6,640 5,510

多可町 ﾊﾞｰﾀｰ 約150 1,490 1,330 約280 1,650 1,360 約430 3,140 2,690

加西市 ﾊﾞｰﾀｰ 約530 4,610 4,080 約760 4,460 3,690 約1,290 9,070 7,770

85%

85%

Ｒ３ Ｒ２～Ｒ３効果額合計

（Ｂ3）/（Ａ3）

2カ年での経費縮小率

88%

82%

事業者名 製品内容
Ｒ２

②これまでの広域連携取組み

連携効果の一例

共同購入実施前と比較し2年間で各市町とも２割を超える
経費削減（▲4３万～▲129万円）となった

水道メーター共同購入
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北播磨グループ
・連絡管接続による区域外給水

(多可町→西脇市)

阪神北グループ
・施設の統廃合、共同利用
(川西市－猪名川町)

東播磨グループ
・連絡管接続による区域外給水

(三木市→稲美町)

中播磨グループ
・連絡管接続による応急給水

(姫路↔高砂)

丹波グループ
・県水受水による垂直連携
（県企業庁→丹波市）

・福知山市との連絡管接続

但馬グループ
・連絡管接続による区域外給水

(朝来市→養父市)

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
①今後実施・検討していく取組みについて（ハード連携）

阪神南・淡路グループ
・阪水受水に向けた調整・施設整備
(阪神水道企業団→明石市)

・県水受水に向けた調整・施設整備
(県企業庁→明石市)

西播磨グループ
・補修資機材リストの共有
・メーター、薬剤、補修資材の共同購入
・水質検査の共同委託

阪神南・淡路グループ
・開催している研修会への相互参加（継続）
・経理事務担当者会議の開催
（継続）（事務局：神戸市）
・県水との緊急時水融通（継続）
（阪神水道企業団）
・阪水・神戸市への水質検査委託（継続）

北播磨グループ
・検満メーター（継続）、薬剤の共同購入
・施設維持管理の共同委託
・事務系職員連携会議の開催（体験版の開催）

阪神北グループ
・既存協議会による職員研修会等の開催（継続）

東播磨グループ
・補修資機材リストの共有
・メーター、薬剤共同購入
・水質検査の共同委託

中播磨グループ
・経理事務担当者会議の開催
（当初事務局：姫路市）
・補修資機材リストの共有
・メーター、薬剤、補修資材の共同購入
・水質検査の共同委託 丹波グループ

・運転管理業務の共同委託
・料金徴収業務の共同委託
・メーターの共同購入
・水質検査の共同委託
・経理事務担当者会議の開催（継続）
（但馬Ｇと共催）

但馬グループ
・メーターの共同購入（継続）
・補修資機材リストの共有
・経理事務担当者会議の開催（継続）
（丹波Ｇと共催）

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
①今後実施していく取組みについて（ソフト連携）
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• 水道標準プラットフォーム

11

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
②ＤＸの活用について（情報提供）

出典 厚生労働省HP「水道情報活用システム導入支援事業の概要」

• AIによる管路劣化診断

12

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
②ＤＸの活用について（情報提供）

出典 FRACTA社HP
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• 衛星写真漏水調査

13

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
②ＤＸの活用について（情報提供）

出典 Ｊ２１提供資料

• スマートメーターの導入

14

③水道事業連携実施計画 中間とりまとめ（R4.3）
②ＤＸの活用について（情報提供）

出典 大阪市水道局HP
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• ブロック会議（地域別協議会）の継続実施
→今年度は８月～９月に開催予定

• 経理事務担当者会議の実施（のお願い）

15

④Ｒ４年度の広域連携取組み
ブロック会議、経理事務担当者会議の開催について

• 実施計画は今後、新たな連携事業を反映し
て更新

• 補助の要件となる場合があるので、複数市町
にまたがる事業（緊急時連絡管など）がある
場合は、事前にご相談ください。

16

④Ｒ４年度の広域連携取組み
その他連絡事項



令和４年５月 24日 

兵庫県総務部市町振興課 

 

水道広域化推進プランの改定等について 

 

１ 経緯 

(1) 本県は、国からの「水道広域化推進プラン」策定依頼に先駆けて、兵庫県水道事業

のあり方懇話会を設置し、「兵庫県水道事業のあり方に関する報告書（以下、県報告書）」

として同会の提言を取りまとめた。 

(2) 県報告書は「兵庫県水道広域化推進プラン（以下、県プラン）」として位置づけられ、

令和元年には、新温泉町水道管路管理システムの構築が県プランに基づく事業として

実施された。 

 

H28. 2.29 市町村等の水道事業の広域連携に関する検討再生の構築等について（総務省） 

H28. 3. 2 水道事業の広域連携の推進について（厚生労働省） 

H28. 5.26 兵庫県水道事業のあり方懇話会設置（兵庫県） 

H30. 3.19 「兵庫県水道事業のあり方に関する報告書」取りまとめ、県知事へ手交 

H31. 1.25 「水道広域化推進プラン」の策定について（総務省・厚生労働省連名） 

R１. 9. 2 新温泉町の広域化分を含む地方債の同意等通知（総務省） 

※ 「兵庫県水道事業のあり方に関する報告書」を兵庫県の「水道広域化推進プラン」として位置づけ 

 

【水道事業（地方単独事業）に係る地方財政措置】 

○ 水道事業債 

水道事業が必要とする建設改良のための経費の地方負担額（地方財政措置なし） 

 

 

 

 

 

 

○ 一般会計出資債（水道化広域推進プランに基づく事業に適用） 

「水道広域化推進プラン」に基づき、広域化のために実施する事業の地方負担額の

１／２に相当する額（地方財政措置あり） 

 

地方負担額

一般会計出資債

１／２

充当率100％

水道事業債

１／２

充当率100％

元利償還金の３／５を
普通交付税措置

水道事業債
（１００％）

起債対象事業費

地　方　負　担



 

 

 

２ 現状及び課題 

県プラン作成から４年が経過し、その後に検討が進んだ「広域連携を推進するための

実現可能な短期的取組」が盛り込まれておらず、普通交付税措置を受けられる一般会計

出資債を申請することができないため、県プランの改定が必要である。 

 

３ 県プランの改定方法 

以下のとおり県プランを改定する（別添「イメージ」参照）。 

 

① 県プラン（県報告書）を改定後の県プランの第１章とする。 

 

② 「兵庫県水道事業連携実施計画（県企業庁水道課）」の内容※を、改定後の県プラン

の第２章（広域連携を推進するための実現可能な短期的取組）とする。 

※ 個別事業の説明資料（事業概要や図面等を想定）を追加 

 

③ 上記の第１章・第２章に表紙・目次等を加え、改定後の県プランとして公表 

 

 

４ 今後のスケジュール（案） 

 

時 期 内 容 

令和４年 ８月 令和５年度に広域化のために実施する地方単独事業（一般会計

出資債を申請するものに限る。）について調査（県→市町） 

９月 県プラン改定に必要な書類※を提出（市町→県） 

※ 事業概要や図面等を想定 

１０月以降 令和５年度当初予算要求作業、議会事前説明（県及び市町） 

１１月 県プラン改定案作成 

※ 兵庫県水道事業連携実施計画の内容を含む。 

１２月 県プラン改定案完成 

令和５年 ２月 令和５年度当初予算案の議会根回し※（県及び市町） 

※ 県プラン改定案（首長査定後）の説明含む。 

３月 令和５年度当初予算成立、改定後の県プランをＨＰ等で公表 

５月 令和５年度起債申請（市町→県→国） 

※ 翌年度以降についても、改定の必要があれば同様のスケジュールを想定 



 イメージ  

 

 

 

兵庫県水道広域化推進プラン 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 年 月改定 

兵 庫 県 

 



は し が き 

 

本県では、県内水道事業体が抱える人口減少等に伴う経営状況の変化、施設の

計画的更新・耐震化への対応、専門人材の確保・育成等の対応方策などについて

広く検討することを目的とした「水道事業のあり方懇話会（以下「懇話会」）」を

平成 28 年 5 月に設置しました。 

 

平成 30 年 3 月に「兵庫県水道事業のあり方に関する報告書（以下「報告書」）」

として懇話会の提言を取りまとめましたが、この報告書は、後に平成 31 年 1 月

に総務省及び厚生労働省から策定要請を受けた「兵庫県水道広域化推進プラン

（以下「プラン」）」に位置づけられました。 

 

その後、プランをもとに地域協議会等での議論を継続し、このたび、現時点に

おける、広域連携を推進するための実現可能な短期的取組を工程とともに示した

「兵庫県水道事業連携実施計画（以下「連携実施計画」）」を新たに策定しました。 

今回のプラン改定は連携実施計画の内容を反映したものであり、今後も、取組

の進捗状況等に合わせて、同様に改定を行います。 

 

 令和 年 月 

                 市町振興課長  ○ ○ ○ ○ 

                 生活衛生課長  ○ ○ ○ ○ 

                 企業庁水道課長  ○ ○ ○ ○ 

  



 

兵庫県水道広域化推進プラン 

（令和 年 月改定） 

 

～ 目  次 ～ 

 

第１章 兵庫県水道事業のあり方に関する報告書 

（平成 30 年３月） 

 

 

 

第２章 広域連携を推進するための実現可能な短期的取組 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 第１章  

 

 

 

 

兵庫県水道事業のあり方に 

関する報告書 
 

 

    人口減少社会における 

 持続可能な水道システムの確立を目指して  

 

  ～ 未来への扉を開く、襷
たすき

をツナグ処方箋 ～ 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

 

兵庫県水道事業のあり方懇話会 



 
 

 第２章  

 

 

 

 

広域連携を推進するための 

実現可能な短期的取組 
 

 

 

 

※ 次ページ以降に「兵庫県水道事業連携実施計画」及び

同計画の内容を補足する個別事業の概要・図面等を添付 

 

 


